






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































十一年初版，1972 新装初版，1991 新装二十四版所収 p.159）
9）「舊註謂。父子相隠。天理人情之至。非也。此以人情天理。岐而為二。夫人情者。天下古今之同然。
五常百行。皆由是而出。豈外人情。而別有所謂天理者哉」『論語古義』巻之七（関儀一郎篇『「論語」名








































9 － 19 －
『倹約斉家論』における「正直」について
にみる」（『富大日本倫理思想史研究』第 5 号富大日本倫理思想史研究会 2011.11pp.7-16 でも少し考察
した。
17）伊藤仁斎著　清水茂校注『語孟字義』巻之下　和直（吉川幸次郎　清水茂校注『伊藤仁斎　伊藤東涯』





































24）以下，和辻哲郎『倫理学』第 2 章第 6 節（『倫理学（二）』岩波文庫 2007pp.26-36）参照。この箇所
にある病人への態度については，拙稿「「まこと」をつくすということ - 病人への態度の例から考える -」




9 － 19 －
『倹約斉家論』における「正直」について
真実をすべて表せるとは考えていない。ロゴス化する前の深遠な真理の世界を想定しており，人間（聖人）
がつくった言葉の限界を論じている。たとえば「天地有テ物ヲ生ジ，物生ジテ後ニ名アリ。名有テ後文
字ヺ加テ名ヲ書ス。」（『都鄙問答』p.71），「理ト云ハ天地ヨリ人間畜類艸木マデ行ルル道ソレゾレ分レ
備リタル體ヲ假ニ名付テ理ト云。又文字ハ天地開闢ヨリイハバ，数億萬歳ノ後ニ作リ初シモノナリ。コ
レヲ以テ天ノ為作無量ノ物ニ合ストモ，萬分ノ一ニモ不足，此理ヲ知ルべシ。文字ニ泥ムハ糟粕ヲ味フ
ニ同ジ。色々理屈ヺーツクルトモ，争デ文字ニテ盡スべキヤ。」（同 p.73）というが，背景には禅のみな
らず老荘思想の影響も読み取れる。前掲書所収『都鄙問答』巻二「或学者商人ノ学問ヲ譏ノ段」pp.71-
73 参照。
